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施策体系

施 策 展 開  方 向  

⼦ども・⼦育て⽀援を通じて
みんなが成⻑できるよう、地域環境を充実させる

施 策 展 開  方 向  

⽣き⽣きと⼦育てができるよう、
きめ細かな⽀援を⾏う

施 策 展 開  方 向  

⼦どもたちが健やかに成⻑できるよう、
質の⾼い教育・保育を提供する

基本理念

施 策      ⼦育ち・親育ちの環境づくり
施 策      ⼦育て⽀援ネットワークの構築
施 策      ワーク・ライフ・バランスの推進

施 策      情報提供・相談体制の充実
施 策      ⼦育て家庭の負担の軽減
施 策      児童虐待の防⽌
施 策      障害のある⼦どもへの⽀援
施 策      ひとり親家庭の⾃⽴⽀援

施 策      教育・保育の計画的整備
施 策      教育・保育の質の確保・向上

「⼦どもの育ち」と「⼦育て」を
優しく⾒守り、⽀え合うまち かしわ
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【北部】 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

計 画
量 の⾒ 込 み 49 , 3 3 4 ⼈ 回 / 年 46 , 7 6 4 ⼈ 回 / 年 45 , 6 3 6 ⼈ 回 / 年 44 , 5 0 8 ⼈ 回 / 年 44 , 1 1 2 ⼈ 回 / 年

確 保 ⽅ 策 ８か所 ８か所 ８か所 ８か所 ８か所

実 績
⼈ 数 25 , 0 7 5 ⼈ 回 / 年 24 , 6 2 6 ⼈ 回 / 年

拠 点 数 ８か所 ８か所

【中央】 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

計 画
量 の⾒ 込 み 47 , 8 3 2 ⼈ 回 / 年 46 , 7 5 2 ⼈ 回 / 年 45 , 3 9 6 ⼈ 回 / 年 43 , 9 8 0 ⼈ 回 / 年 43 , 3 3 2 ⼈ 回 / 年

確 保 ⽅ 策 ６か所 ６か所 ７か所 ８か所 ８か所

実 績
⼈ 数 40 , 1 0 7 ⼈ 回 / 年 39 , 9 2 4 ⼈ 回 / 年

拠 点 数 ６か所 ６か所

【南部】 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

計 画
量 の⾒ 込 み 50 , 4 6 0 ⼈ 回 / 年 49 , 8 8 4 ⼈ 回 / 年 48 , 9 0 0 ⼈ 回 / 年 47 , 8 2 0 ⼈ 回 / 年 47 , 4 1 2 ⼈ 回 / 年

確 保 ⽅ 策 ７か所 ７か所 ８か所 ８か所 ８か所

実 績
⼈ 数 52 , 7 7 4 ⼈ 回 / 年 55 , 3 2 2 ⼈ 回 / 年

拠 点 数 ７か所 ７か所

【市 全 域 】 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

計 画
量 の⾒ 込 み

147 , 6 3 6

⼈ 回 / 年

143 , 4 0 0

⼈ 回 / 年

139 , 9 3 2

⼈ 回 / 年

136 , 3 0 8

⼈ 回 / 年

13 4 , 8 5 6

⼈ 回 / 年

確 保 ⽅ 策 ２1 か所 ２1 か所 ２３か所 ２４か所 ２４か所

実 績
⼈ 数

117 , 9 5 6

⼈ 回 / 年

119 , 8 7 2

⼈ 回 / 年

拠 点 数 ２1 か所 ２1 か所

1 ⼦育ち・親育ちの環境づくり【⼦育て⽀援課】

 地 域子育  支援拠点事業  



- 2 -

■平 成 ２８年 度 の取 組

◆地 域 子 育 て支 援 拠 点 事 業

平成 28 年 ５⽉ に地 域 ⼦ 育 て⽀ 援 拠 点
「はぐはぐひろば沼 南 」を新 設 し，
16 , ０ 00 ⼈ の 親 ⼦ の 利 ⽤ が あ り ま し
た。 21 カ所 の地 域 ⼦ 育 て⽀ 援 拠 点 で
は，親 ⼦ の交 流 や情 報 提 供 ，⼦ 育 て講
座 等 を実 施 し，保 護 者 の⽀ え合 いや学
び合 いを進 めています。

■今 後 の取 組 ・課 題

◆地域子育て支援拠点の整備

平成 29 年度は⼗余⼆にある⻘少年センター
内に新しく設置を予定しています。今後も，
地域バランスや⼈⼝動態等を考慮しながら整
備を検討していきます。

 子   子育 会議   意見

 今後 課題  来年度 予定

 実現 向  取  組      

⼦ども・⼦育て会議後に、委員の主な意⾒を記載します。

７⽉開催の⼦ども・⼦育て会議時にいただいた意⾒をふまえ、来年度の事業の予定等について記
載し、１０⽉の会議でこの欄により報告を⾏います。
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27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

計 画

実 績
協 ⼒ 者 と
企 画 検 討

ネットワーク
の基 礎 作 りと
してかしわ市
⺠ ⼤ 学 公 開
講 座 を開 講

２ ⼦育て⽀援ネットワークの構築【⼦育て⽀援課】

 支 援団体  支 援者          構築  

関 係 者 によ

る協 議 ・検

討

ネットワー

ク組 織 の⽴

ち上 げ

参 加 団 体 等 による⾃ ⽴ 的 な運 営
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■平 成 ２８年 度 の取 組

◆かしわ市 民 大 学 を活 用

かしわ市⺠⼤学（協働推進課事業）を活⽤
して公開講座「広げよう⼦育て⽀援の輪」を
実施し，市内の⼦育て⽀援活動者等を受講⽣
として，学びと交流の機会を提供しました。
なお，実施に際して，⼦育て⽀援活動者４

名を協⼒者として，事前に事業に関する意⾒
交換及び講座での事例発表，アドバイス等の
協⼒を得ました。
また，講座終了後，修了⽣有志との共催イ

ベント「⼦ども参画！まちづくりミーティン
グ」により，つながりを⽣かす取り組みを実施
しました。

■今 後 の取 組 ・課 題

◆継続的な関わりの場を提供

平成２９年度は⽀援者同⼠が継続的に関わ
りを持ち，市内の⼦育て⽀援事業の理解を深
める講座等を実施し，⼦育て⽀援者・団体を
巻き込みながら，歩調を合わせて取り組んで
いきます。
また，⼦育て⽀援の啓発事業として実施す

る２⽉開催予定の啓発イベントにおいても，
協⼒スタッフや参加団体を市⺠に募り，つな
がり作りのきっかけとします。

 子   子育 会議   意見

 今後 課題  来年度 予定

 実現 向  取  組      

⼦ども・⼦育て会議後に、委員の主な意⾒を記載します。

７⽉開催の⼦ども・⼦育て会議時にいただいた意⾒をふまえ、来年度の事業の予定等について記
載し、１０⽉の会議でこの欄により報告を⾏います。
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※27 年 度 までは柏 市 ⺠ 健 康 づくり推 進 員 による訪 問 も「乳 児 家 庭 全 ⼾ 訪 問 事 業 」

として実 施 していたため実 績 数 が多 いものです。

【市全域】 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

量 の⾒ 込 み 2,567 ⼈ 2,496 ⼈ 2,437 ⼈ 2,373 ⼈ 2,349 ⼈

確 保 ⽅ 策

[実 施 体 制 ]
家 庭 訪 問 （保 健 師 ・看 護 師 ・柏 市 ⺠ 健 康 づくり推 進 員
（約 350 ⼈ ）等 ）
[実 施 機 関 ]
柏 市 保 健 所 地 域 健 康 づくり課

実 績 3，322 ⼈ ※ 3,006 ⼈

３ 情報提供・相談体制の充実【地域健康づくり課】

 乳 児家庭全戸訪問事業  
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■平 成 ２８年 度 の取 組

平成 28 年度より，事業の⾒直しを⾏い，
⽣後４か⽉頃までの第 1 ⼦がいる⼦育て家庭
を対象とした保健師，助産師等の専⾨職によ
る家庭訪問を実施しています。

◆妊娠期からの切れ目のない支援の充実

⺟⼦保健事業は，児童虐待予防等に資する
事業として，児童福祉法の改正においても重
要視されており，当事業においても⾒直し改
善が求められています。児童の発育状況や⺟
体の⼼⾝の健康状況の確認と共に，⽣活や育
児に関する相談⽀援を⾏っています。継続⽀
援が必要な家庭には再訪問を実施するなど，
安定した育児ができるよう助⾔指導へ繋げて
います。

■今 後 の取 組 ・課 題

◆今 後 の取 組
・事 業 ⾒ 直 しによる事 業 評 価 の実 施
（訪 問 及 び⾯ 談 率 ，事 業 内 容 等 ）

・庁 内 外 の関 係 機 関 との連 携 強 化

・研 修 会 の実 施 による⼈ 材 育 成

◆課題
・訪問実施率及び⾯談率の上昇
・訪問指導員等の確保

 子   子育 会議   意見

 今後 課題  来年度 予定

 実現 向  取  組      

⼦ども・⼦育て会議後に、委員の主な意⾒を記載します。

７⽉開催の⼦ども・⼦育て会議時にいただいた意⾒をふまえ、来年度の事業の予定等について記
載し、１０⽉の会議でこの欄により報告を⾏います。
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【北部】 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

量 の⾒ 込 み 451 ⼈ ⽇ / 年 437 ⼈ ⽇ / 年 425 ⼈ ⽇ / 年 413 ⼈ ⽇ / 年 405 ⼈ ⽇ / 年

確 保 ⽅ 策 ０⼈ ⽇ / 年 ０⼈ ⽇ / 年 ０⼈ ⽇ / 年 ０⼈ ⽇ / 年
870 ⼈ ⽇ / 年

（1 か所 ）

実 績 ０⼈ ⽇ / 年 ０⼈ ⽇ / 年
※１箇 所

新 設 予 定

【中部】 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

量 の⾒ 込 み 296 ⼈ ⽇ / 年 289 ⼈ ⽇ / 年 281 ⼈ ⽇ / 年 272 ⼈ ⽇ / 年 267 ⼈ ⽇ / 年

確 保 ⽅ 策
870 ⼈ ⽇ / 年

（1 か所 ）

870 ⼈ ⽇ / 年

（1 か所 ）

870 ⼈ ⽇ / 年

（1 か所 ）

870 ⼈ ⽇ / 年

（1 か所 ）

870 ⼈ ⽇ / 年

（1 か所 ）

実 績

870 ⼈ ⽇ / 年

(１か所 )

※既 存 分

870 ⼈ ⽇ / 年

(１か所 )

※既 存 分

【南部】 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

量 の⾒ 込 み 333 ⼈ ⽇ / 年 327 ⼈ ⽇ / 年 322 ⼈ ⽇ / 年 316 ⼈ ⽇ / 年 313 ⼈ ⽇ / 年

確 保 ⽅ 策 ０⼈ ⽇ / 年 ０⼈ ⽇ / 年 ０⼈ ⽇ / 年 ０⼈ ⽇ / 年 ０⼈ ⽇ / 年

実 績 ０⼈ ⽇ / 年

88 ⼈ ⽇ / 年

(１か所 )

※新 規 分 ，

１ヶ⽉ 分

【市全域】 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

量 の⾒ 込 み 1 , 0 8 0 ⼈ ⽇ / 年 1 , 0 5 3 ⼈ ⽇ / 年 1 , 0 2 8 ⼈ ⽇ / 年 1 , 0 0 1 ⼈ ⽇ / 年 985 ⼈ ⽇ / 年

確 保 ⽅ 策
870 ⼈ ⽇ / 年

（1 か所 ）

870 ⼈ ⽇ / 年

（1 か所 ）

870 ⼈ ⽇ / 年

（1 か所 ）

870 ⼈ ⽇ / 年

（1 か所 ）

1, 7 40 ⼈ ⽇ / 年

（2 か所 ）

実 績
計 画 の

前 倒 し

958 ⼈ ⽇ / 年

(２か所 )

※１箇 所 新 設

４ ⼦育て家庭の負担の軽減【保育運営課】

 病 児  病 後児保育事業  
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■平 成 ２８年 度 の取 組

◆南 部 地 区 に病 児 保 育 施 設 を新 設

計画を前倒し，平成２９年３⽉に「名⼾ヶ
⾕病院病児・病後児室おりーぶ」を開設しま
した。市内初となる病児対応型の施設で，既
存の病後児保育施設とあわせ,病児・病後児保
育施設は，市内に２施設となりました。

新規開設した「病児・病後児室おりーぶ」

■今 後 の取 組 ・課 題

◆北部地区への新設を目指します

市の⼈⼝規模に対する施設数や，キャンセ
ル待ちが多く発⽣している現況などを勘案す
るとまだ⼗分な供給量ではないと考えます。
今後，地区バランスの観点などから，北部地
区に更に１施設を新設できるよう取り組みを
進めます。
なお，新たな施設についても，ニーズの⾼い

病児対応型施設の開設を⽬指します。

 子   子育 会議   意見

 今後 課題  来年度 予定

 実現 向  取  組      

⼦ども・⼦育て会議後に、委員の主な意⾒を記載します。

７⽉開催の⼦ども・⼦育て会議時にいただいた意⾒をふまえ、来年度の事業の予定等について記
載し、１０⽉の会議でこの欄により報告を⾏います。
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27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

⾒ 込 み量

146 ⼈ / ⽉

(1 ,800

⼈ ⽇ / ⽉ )

151 ⼈ / ⽉

(1 ,980

⼈ ⽇ / ⽉ )

155 ⼈ / ⽉

(2 ,160

⼈ ⽇ / ⽉ )

実 績

155 ⼈ / ⽉

(1 ,642

⼈ ⽇ / ⽉ )

161 ⼈ / ⽉

(1 ,741

⼈ ⽇ / ⽉ )

５ 障害のある⼦どもへの⽀援【こども発達センター】

 障 害児通所支援  児 童発達支援   
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■平 成 ２８年 度 の取 組

◆児 童 発 達 ⽀ 援 定 員 総 数 の増 加
平 成 ２８年 度 は⺠ 間 の児 童 発 達 ⽀ 援

センターや，児 童 発 達 ⽀ 援 事 業 所 の開
所 により，定 員 総 数 が１２５⼈ から
１４０⼈ に増 加 しました。

◆児 童 発 達 ⽀ 援 センター間 の連 携
平 成 ２９年 度 の児 童 発 達 ⽀ 援 センタ

ー利 ⽤ 児 の受 け⼊ れについて検 討 会 を
実 施 し適 切 な⽀ 援 提 供 に取 り組 みまし
た。

◆児 童 発 達 ⽀ 援 事 業 所 を対 象 とした
連 携 会 議 の実 施 （1 ⽉ ）

◆利 ⽤ 者 のニーズ調 査
次 期 ノーマライゼーションかしわプラン

の策 定 に向 けたニーズ調 査 の実 施 と，事
業 評 価 の指 標 としてキッズルーム利 ⽤ 者
にアンケートを実 施 しました。

■今 後 の取 組 ・課 題

◆今 後 の取 り組 み
・児 童 発 達 ⽀ 援 センター間 の連 携 強 化
発 達 の気 になる⼦ ども達 の多 くが在

籍 する，幼 稚 園 や保 育 園 等 への⽀ 援 強
化 等 に取 り組 みます
・児 童 発 達 ⽀ 援 の事 業 所 を対 象 に，キ
ッズルームひまわり（公 ⽴ 施 設 ）の療 育
状 況 を公 開
・次 期 ノーマライゼーションかしわプラ
ン策 定 への取 り組 み

◆課 題
・児 童 発 達 ⽀ 援 事 業 所 の定 期 的 な連 携
会 議 の在 り⽅ の検 討

 子   子育 会議   意見

 今後 課題  来年度 予定

 実現 向  取  組      

⼦ども・⼦育て会議後に、委員の主な意⾒を記載します。

７⽉開催の⼦ども・⼦育て会議時にいただいた意⾒をふまえ、来年度の事業の予定等について記
載し、１０⽉の会議でこの欄により報告を⾏います。
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27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

量 の⾒ 込 み

確 保 ⽅ 策

実 績

６ 貧困の状況にある⼦どもへの⽀援事業【こども福祉課】

 貧 困 状況   子     支援事業  

現⾏の記載なし
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■平 成 ２８年 度 の取 組

◆柏市子どもの貧困対策推進計画の策定

全ての⼦どもたちが，⼦どもたち⾃⾝の努
⼒の及ばない不利な環境により，将来への道
を閉ざされることのなく，夢と希望を持って，
安⼼して育つことのできるまちを⽬指し，⽀
援者ヒアリングや実態調査アンケートの⼿法
を⽤いて，柏市⼦どもの貧困対策推進計画を
平成２９年３⽉に策定しました。

■今 後 の取 組 ・課 題

◆進捗管理

柏市⼦どもの貧困対策推進計画は，庁内
１７の部署にまたがる全６６の事業から成り
⽴っています。
今後の進捗管理については，事務事業シー

ト等との整合を図りながら適切に⾏います。

 子   子育 会議   意見

 今後 課題  来年度 予定

 実現 向  取  組      

⼦ども・⼦育て会議後に、委員の主な意⾒を記載します。

７⽉開催の⼦ども・⼦育て会議時にいただいた意⾒をふまえ、来年度の事業の予定等について記
載し、１０⽉の会議でこの欄により報告を⾏います。
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【市 全 域 】 27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

量 の⾒ 込 み 2,283 ⼈ 2,290 ⼈ 2,297 ⼈ 2,304 ⼈ 2,252 ⼈

低 学 年 1,852 ⼈ 1,858 ⼈ 1,863 ⼈ 1,867 ⼈ 1,824 ⼈

⾼ 学 年 431 ⼈ 243 ⼈ 434 ⼈ 437 ⼈ 428 ⼈

確 保 ⽅ 策 2,455 ⼈ 2,455 ⼈ 2,455 ⼈ 2,455 ⼈ 2,455 ⼈

実 績 2,505 ⼈ 2,689 ⼈

低 学 年 2,253 ⼈ 2,457 ⼈

⾼ 学 年 252 ⼈ 232 ⼈

７ 教育・保育の計画的整備【学童保育課】

 放 課後健全育成事業  
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■平 成 ２８年 度 の取 組

◆富勢こどもルームの移設⼯事
学校の敷地から離れた場所に設置されてい

た富勢こどもルームについて，富勢⼩学校の
敷地内に移設する⼯事を⾏いました。

◆第⼆保育室等の整備
利⽤児童数の増加に伴い，⼿狭となってい

るこどもルームの第⼆保育室等の整備を⾏い
ました（光ヶ丘⼩こどもルーム第⼀保育室・
第⼆保育室の設計，⼗余⼆⼩こどもルーム第
⼆保育室の設計，柏六⼩こどもルーム第⼆保
育室の建設）。

■今 後 の取 組 ・課 題

◆こどもルームの整備

利⽤児童数の推移を⾒極めながら，引き続
き，こどもルームの整備をすすめていきます。
整備をすすめるにあたっては，余裕教室など
学校施設を，出来るかぎり有効的に活⽤して
いきます。

 子   子育 会議   意見

 今後 課題  来年度 予定

 実現 向  取  組      

⼦ども・⼦育て会議後に、委員の主な意⾒を記載します。

７⽉開催の⼦ども・⼦育て会議時にいただいた意⾒をふまえ、来年度の事業の予定等について記
載し、１０⽉の会議でこの欄により報告を⾏います。
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27 年 度 28 年 度 29 年 度 30 年 度 31 年 度

計 画

実 績
合 同 就 職
説 明 会 の
充 実

合 同 就 職
説 明 会 の
充 実

８ 教育・保育の質の確保・向上【保育運営課】

 幼 稚園教諭  保 育士 確保  

事 業 者 と⾏ 政 による合 同 就 職 説 明 会 などの実 施
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■平 成 ２８年 度 の取 組

◆合 同 就 職 説 明 会 の取 り組 みを強 化

平成２６年度から始めた合同就職説明会
は，年２回の来場者数が２３２名と前年を⼤
きく上回り，安定した来場者数を確保できる
ようになりました。保育⼠養成校からも定着
したイベントとして認知されつつあり，引き続
き来場者数の確保に努めます。
また，平成２８年度は「⼦育ておしごとメ

ール」や「職場⾒学会」といった新たな試み
に加え，復職⽀援講習会を合同就職説明会と
同時開催し連携を図るなど，積極的に各取り
組みを進めました。

平成２８年度合同就職説明会の様⼦

■今 後 の取 組 ・課 題

◆市独自の処遇改善等を開始

市内の認定こども園や私⽴認可保育園等に
勤務する保育教諭・保育⼠（正規職員）に対
し，⽉額３万円が⽀給される市独⾃の補助⾦
を，平成２９年４⽉から開始しました。合わ
せて，宿舎借り上げ⽀援事業も開始し，有資
格者個々に対する直接的な保育⼠確保（定着
化）策にも着⼿しています。
今後は，合同就職説明会等の既存の取り組

みに加え，更に今年度からの新たなメニュー
を活⽤することで，勤務地として柏市が選ば
れるよう，市を挙げて取り組みを進めていき
ます。

 子   子育 会議   意見

 今後 課題  来年度 予定

 実現 向  取  組      

⼦ども・⼦育て会議後に、委員の主な意⾒を記載します。

７⽉開催の⼦ども・⼦育て会議時にいただいた意⾒をふまえ、来年度の事業の予定等について記
載し、１０⽉の会議でこの欄により報告を⾏います。





施策からの点検
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 子   子育 会議   意見

 今後 課題  来年度 予定

【施策からの点検】 １－（１）⼦育ち・親育ちの環境づくり

⼦育 ての当 事 者 である保 護 者 同 ⼠が⽀え合 い、学 び合 い、⾼め合 う関 係 をつくるとともに、
⼦ども同 ⼠も育 ち合 えるよう、親 ⼦が出 会 い、交 流 できる場 を充 実 させます。また、地 域 全 体
の⼦育 てに対 する理 解 を深 めます。

■実 現 に向 けて取 り組 むこと
①親 ⼦ で交 流 できる場 の充 実
②⼦ 育 てに対 する意 識 啓 発
③各 種 ⼦ 育 て⽀ 援 活 動 の⽀ 援

■平成２８年度の取組が実現に近づいているか
平 成 28 年 ５⽉ に地 域 ⼦ 育 て⽀ 援 拠 点 「はぐはぐひろば沼 南 」を増 設 しました。21 カ

所 ある地 域 ⼦ 育 て⽀ 援 拠 点 では，親 ⼦ の交 流 や情 報 提 供 ，⼦ 育 て講 座 等 を実 施 し，保
護 者 の⽀ え合 いや学 び合 いを進 めています。また，児 童 センターで親 ⽀ 援 のための新 た
なプログラム（ペアレント・プログラム，ＢＰプログラム）を開 始 しました。
平 成 29 年 ２⽉ にはネットワーク事 業 として実 施 したかしわ市 ⺠ ⼤ 学 を活 ⽤ した講 座

の成 果 発 表 と合 わせ啓 発 イベント「はぐはぐ仲 間 ミーティング２０１７」を実 施 し，⼦
育 てに関 わる⼈ のつながり作 りや必 要 な⽀ 援 について考 える場 を設 けました。
今 後 ，地 域 全 体 の⼦ 育 てに対 する理 解 を深 めていくためには，こうした各 取 り組 みや

市 以 外 の団 体 ・個 ⼈ の取 り組 みが有 機 的 に関 わることが求 められます。
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 子   子育 会議   意見

【施策からの点検】 １－（２）⼦育て⽀援ネットワークの構築

地域全体の⼦育て状況を把握したり、不⾜している⽀援を考えたり、また、各⽀援団体の活動を⽀援し
たりできるような⽀援団体（⽀援者）のネットワークが、柏市における⼦ども・⼦育て⽀援全体を⽀えま
す。

■実 現 に向 けて取 り組 むこと
①⽀ 援 団 体 （⽀ 援 者 ）のネットワークの構 築
②⽀ 援 団 体 （⽀ 援 者 ）の育 成

■平成２８年度の取組が実現に近づいているか
地 域 の⼦ 育 て環 境 の充 実 のため、団 体 や⽀ 援 者 同 ⼠ が、互 いに学 んだり柏 の⼦ 育 てを

考 える機 会 として、かしわ市 ⺠ ⼤ 学 （公 開 講 座 ）を開 講 しました。また，⽀ 援 者 の育 成
として⼦ 育 て⽀ 援 員 研 修 を実 施 し，⼦ 育 て⽀ 援 に関 わりたい⽅ の⼈ 材 育 成 も始 まったと
ころです。
そうした活 動 の中 で⾏ 政 や互 いの活 動 の情 報 を提 供 ・共 有 するなどの動 きが進 んでいま

す。まだ⼦ 育 てに関 わる団 体 ・個 ⼈ それぞれが有 機 的 に連 携 する等 の状 況 とはなっていま
せんが，今 後 も⽀ 援 者 育 成 や共 に学 んだり考 えたりする場 を提 供 し，⽀ 援 団 体 ・⽀ 援 者
と歩 調 を合 わせながら実 現 に向 け取 り組 んでいく必 要 があります。
また，「多 世 代 交 流 」といった地 域 内 のネットワークが活 性 化 している地 域 も増 えてお

り，今 後 ，⼦ 育 て分 野 以 外 の多 様 なネットワークも有 機 的 にリンクしていく可 能 性 も期
待 されます。

 子   子育 会議   意見

 今後 課題  来年度 予定
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 子   子育 会議   意見

【施策からの点検】 １－（３）ワーク・ライフ・バランスの推進

ワーク・ライフ・バランス（仕事と⽣活の調和）の実現に向けて、職業⽣活と家庭⽣活の両⽴に対する理
解と協⼒を得るための啓発活動や各種制度の周知等を進めます。

■実 現 に向 けて取 り組 むこと
ワーク・ライフ・バランスの推 進 は「柏 市 男 ⼥ 共 同 参 画 推 進 計 画 」に基 づいて取 り組 み

ます。

■平成２８年度の取組が実現に近づいているか
ワーク・ライフ・バランスの推 進 については、庁 内 へ向 けた啓 発 として，平 成 29 年 １

⽉ に⼈ 事 課 と共 催 で庁 内 の全 部 ⻑ ，課 ⻑ 職 を対 象 としたイクボス研 修 を⾏ いました。
また，事 業 者 へ向 けた啓 発 としては，ワーク・ライフ・バランスに⼒ を⼊ れている企 業

への⽀ 援 ，働 きやすい職 場 づくりの啓 発 として平 成 18 年 度 より⾏ ってきた企 業 表 彰 に
ついて再 検 討 を⾏ っており，柏 市 の企 業 の現 状 に即 した新 しい制 度 の創 設 に向 け，検 討
を進 めているところです。
仕 事 と⽣ 活 を両 ⽴ できる環 境 づくりのため，今 後 も引 き続 き男 ⼥ 共 同 参 画 推 進 計 画

を実 ⾏ する市 役 所 内 及 び企 業 それぞれに向 けた啓 発 に取 り組 んでいきます。

 子   子育 会議   意見

 今後 課題  来年度 予定
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 子   子育 会議   意見

 今後 課題  来年度 予定

【施策からの点検】 ２－（１）情報提供・相談体制の充実

安 ⼼ した妊 娠 ・出 産 と，⼼ 豊 かに⼦ 育 てができることを⽬ 指 し，切 れ⽬ のない妊 産 婦 ・乳
幼 児 の⽀ 援 を進 めます。関 係 機 関 の連 携 ，相 談 ⽀ 援 体 制 の充 実 により，⼀ 貫 した情 報 把 握
と⽀ 援 体 制 の整 備 ，正 しい知 識 の普 及 啓 発 を図 ります。

■実 現 に向 けて取 り組 むこと
①専 ⾨ 職 等 による相 談 ⽀ 援 体 制 の充 実
②⼀ 貫 した相 談 ⽀ 援 体 制 の整 備
③正 しい知 識 の普 及 啓 発

■平成２８年度の取組が実現に近づいているか
情 報 提 供 や相 談 体 制 については，これまでの HP や冊 ⼦ 等 の情 報 の充 実 に取 り組 むと

共 に，ツールのみでなく，⼈ を介 してそのような情 報 や窓 ⼝ に⼦ 育 て当 事 者 をつなぐこと
が⽀ 援 の充 実 になると考 えます。そのため，平 成 ２８年 度 から利 ⽤ 者 ⽀ 援 事 業 が実 施 で
きるよう，３⼈ の専 任 スタッフの養 成 を⾏ いました。
また，出 ⽣ や転 ⼊ の⼿ 続 きの際 に⼦ 育 て家 庭 に配 布 する「かしわこそだてハンドブッ

ク」や５地 域 別 のおでかけリーフレット「かしわこそだてガイド」の配 布 等 、様 々な媒 体
による情 報 提 供 を⾏ い、⼦ 育 て家 庭 や⽀ 援 者 など広 く情 報 を必 要 とする市 ⺠ への提 供
体 制 を充 実 することができました。また、⼦ 育 て世 代 のスマートフォン利 ⽤ 率 が⾼ いこと
から、今 後 、スマートフォンを活 ⽤ した新 たな情 報 発 信 ツールの検 討 、また、⼦ 育 て家
庭 だけでなく⼦ 育 て⽀ 援 者 を含 め市 ⺠ 全 体 への情 報 提 供 などが求 められます。
平 成 ２８年 度 より乳 児 家 庭 全 ⼾ 訪 問 事 業 の⾒ 直 しにより，新 ⽣ 児 期 における相 談 ⽀

援 体 制 の充 実 を進 めています。専 ⾨ 職 による相 談 ⽀ 援 により，⺟ ⼦ の⼼ とからだの健 康
や，育 児 等 に関 する知 識 の普 及 啓 発 及 び情 報 提 供 に繋 げています。
情 報 提 供 の機 会 の充 実 ，知 識 の普 及 啓 発 により，⼦ 育 て家 庭 による⺟ ⼦ 保 健 サービ

ス等 社 会 資 源 の適 切 な利 ⽤ ，主 体 的 な育 児 と健 康 づくりの促 進 を⽬ 指 します。
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 子   子育 会議   意見

 今後 課題  来年度 予定

【施策からの点検】 ２－（２）⼦育て家庭の負担の軽減

全ての⼦育て家庭が安⼼して⼦育てに当たれるよう、家庭における様々な⼦育ての負担や不安、孤⽴感
を和らげるための⽀援体制を整えます。

■実 現 に向 けて取 り組 むこと
①⼀ 時 的 な預 かりの充 実
②経 済 的 負 担 の軽 減

■平成２8 年度の取組が実現に近づいているか
⼦ 育 て家 庭 が安 ⼼ して⼦ 育 てするうえで，⼀ 時 的 な預 かりを利 ⽤ できることは必 要 な

サポートの１つです。そのため，市 ⺠ 同 ⼠ による⽀ え合 いのファミリー･サポート・センタ
ー事 業 で預 かりを⾏ う協 ⼒ 会 員 が増 えるよう，おしごとメールや HP はぐはぐ柏 で協 ⼒ を
呼 びかけました。その結 果 ，利 ⽤ 会 員 が２４２⼈ ，協 ⼒ 会 員 が２３⼈ ，両 ⽅ 会 員 が１２
⼈ 増 えました。また，沼 南 社 会 福 祉 センターで⽉ ２回 実 施 している，拠 点 型 ⼀ 時 預 かり
活 動 には 75 ⼈ の利 ⽤ がありました。拠 点 型 ⼀ 時 預 かり活 動 は平 成 ２８年 度 から⽉ ２回
に増 やしましたが，利 ⽤ ニーズは⾼ く，キャンセル待 ちが発 ⽣ する回 もあったため，今 後
も拡 充 に向 けた検 討 を進 めていきます。
その他 ，市 内 で初 めてとなる病 児 保 育 施 設 （病 中 のお⼦ さんを⼀ 時 的 に預 かる保 育

施 設 ）を開 設 しました。既 存 の病 後 児 保 育 施 設 と合 わせ，病 児 ・病 後 児 保 育 事 業 は市
内 計 ２ヵ所 で実 施 することとなりました。ニーズの⾼ い「病 児 」対 応 型 の施 設 を開 設 し
たことにより，当 該 施 設 が，⼦ 育 て負 担 を軽 減 し安 ⼼ して働 くことのできる環 境 づくり
の⼀ 役 を担 っていると考 えています。
児 童 福 祉 法 改 正 により，平 成 ２９年 ４⽉ から，市 町 村 の虐 待 対 策 の⼀ 連 の強 化 が位

置 づけられ，⼦ 育 て短 期 ⽀ 援 事 業 も，⼦ 育 てが困 難 な家 庭 への在 宅 ⽀ 援 サービスのひと
つとして今 後 も活 ⽤ を勧 めていきます。 課 題 としては，早 い時 期 に定 員 が埋 まってし
まい，緊 急 的 な利 ⽤ 希 望 に対 応 できない場 合 があるため，利 ⽤ 条 件 や受 付 ⽅ 法 につい
て，他 の利 ⽤ 市 と調 整 し，基 準 や対 応 を統 ⼀ させる必 要 があります。

 子   子育 会議   意見
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【施策からの点検】 ２－（３）児童虐待の防⽌

児童虐待の発⽣予防・早期発⾒・早期対応に向けた適切な対応が図られるよう、関係機関の連携の⼀層
の強化や対応する職員の育成・確保等に取り組みます。

■実 現 に向 けて取 り組 むこと
児 童 虐 待 の防 ⽌ は「柏 市 における児 童 死 亡 事 例 の検 証 結 果 報 告 書 」に基 づいて取 り組

みます。

■平成２８年度の取組が実現に近づいているか
要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 のネットワーク機 能 を活 ⽤ し，要 保 護 児 童 や要 ⽀ 援 児

童 ・特 定 妊 婦 の早 期 発 ⾒ ・早 期 ⽀ 援 を⾏ いました。また，平 成 ２８年 ６⽉ に児 童 福 祉
法 が改 正 され，市 町 村 児 童 虐 待 対 策 の⼀ 層 の強 化 が⽰ されたため，児 童 家 庭 に関 する
実 情 の把 握 ，情 報 提 供 ，相 談 対 応 ,調 査 ・指 導 ，関 係 機 関 との連 絡 調 整 等 について⺟
⼦ 保 健 と連 携 し，児 童 虐 待 対 応 策 の強 化 を図 ります。（親 ⽀ 援 対 策 の充 実 ，産 後 ケア
事 業 の実 施 ，養 育 ⽀ 援 訪 問 事 業 の強 化 ，産 科 医 療 機 関 報 交 換 会 ・教 育 委 員 会 連 絡 会
の開 催 ，⼈ 材 育 成 等 ）
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【施策からの点検】 ２－（４）障害のある⼦どもへの⽀援

障害の有無によって分け隔てられることなく、⾝近な地域で安⼼して⽣活できるようにするために、年齢
や能⼒等に応じた適切な⽀援を⾏います。

■実 現 に向 けて取 り組 むこと
障 害 のある⼦ どもへの適 切 な⽀ 援 は「ノーマライゼーションかしわプラン」に基 づいて取

り組 みます。

■平成２8 年度の取組が実現に近づいているか
障 害 児 の通 所 ⽀ 援 について，社 会 福 祉 法 ⼈ による児 童 発 達 ⽀ 援 センター「リトルペガサ

ス」の開 所 や，⺠ 間 の児 童 発 達 ⽀ 援 事 業 所 の新 規 開 所 もあり，受 け⼊ れの環 境 について
は改 善 されました。また，⼀ 定 の質 を確 保 する，官 ⺠ の連 携 を図 るという観 点 から，これ
ら児 童 発 達 の事 業 所 を対 象 とした連 携 会 議 を 1 ⽉ に開 催 しました。１４の事 業 所 が情 報
交 換 等 ，意 ⾒ を交 わしました。今 後 は，療 育 に活 かせるような有 効 な会 議 となるよう実 施
⽅ 法 や内 容 について検 討 していきます。
在 宅 の障 害 児 への⽀ 援 として「柏 市 障 害 児 等 療 育 ⽀ 援 事 業 」を活 ⽤ し，障 害 のある⼦

どもたちが在 籍 する保 育 園 や幼 稚 園 等 に出 向 く，巡 回 ⽀ 援 に⼒ を⼊ れ取 り組 みました。⺠
間 保 育 園 の新 設 等 もあり，今 後 もニーズは⾼ く必 要 な⽀ 援 と捉 えています。また，平 成 ２
８年 度 に実 施 した次 期 ノーマライゼーションかしわプランの策 定 に向 けたニーズ調 査 や，キ
ッズルーム利 ⽤ 者 のアンケートの結 果 を踏 まえ，本 計 画 の基 礎 となる次 期 ノーマライゼーシ
ョンかしわプランの策 定 に取 り組 んでいきます。
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【施策からの点検】 ２－（５）ひとり親家庭の⾃⽴⽀援

ひとり親家庭が⾃⽴し、親⼦がともに健全な⽣活を営むことができるよう、関係機関等の密接な連携のも
と各種⽀援策を推進します。

■実 現 に向 けて取 り組 むこと
ひとり親 家 庭 の⾃ ⽴ ⽀ 援 は「柏 市 ひとり親 家 庭 等 ⾃ ⽴ 促 進 計 画 」に基 づいて取 り組 み

ます。

■平成２8 年度の取り組みが実現に近づいているか
①⺟ ⼦ ・⽗ ⼦ ⾃ ⽴ ⽀ 援 相 談 事 業
ひとり親 家 庭 と寡 婦 に対 し⽣ 活 全 般 の相 談 に応 じ⾃ ⽴ に必 要 な相 談 指 導 を⾏ いまし

た。
※平 成 ２８年 度 相 談 件 数 ：2,084 件
〔内 訳 〕住 宅 83 件 ，夫 暴 ⼒ 134 件 ，求 職 234 件 ，養 育 費 128 件 ，教 育 40 件 ，

貸 付 113 件 ，⽣ 活 保 護 51 件 ，その他 1,301 件
②経 済 的 ⽀ 援 事 業
ひとり親 家 庭 等 の⽣ 活 の安 定 と⾃ ⽴ を助 け，児 童 の福 祉 の増 進 を図 ることを⽬ 的 と

した児 童 扶 養 ⼿ 当 等 の経 済 的 ⽀ 援 を適 切 に実 施 しました。
（児 童 扶 養 ⼿ 当 受 給 者 数 ）※各 年 度 末 現 在
・２７年 度 ：2,333 名 ，２８年 度 ：2,301 名
経 済 的 ⽀ 援 と相 談 事 業 の連 携 に加 え，関 連 機 関 との積 極 的 な連 携 により，ワンスト

ップに近 い⽀ 援 体 制 を実 現 できており，相 談 後 のアンケートにおいて「必 要 な情 報 を得
ることができた」97％，「また相 談 してみたいと思 う」100%という結 果 を得 ています。
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【施策からの点検】 ３－（１）教育・保育の計画的整備

増⼤する保育需要に対応した保育の必要定員数を確保するため、教育・保育施設や地域型保育事業[前
掲を計画的に整備します。また、こどもルームについては、需要に対して必要な供給量を確保します。

■実 現 に向 けて取 り組 むこと
①教 育 ・保 育 施 設 及 び地 域 型 保 育 事 業 の計 画 的 な整 備 等
②認 定 こども園 の普 及
③放 課 後 児 童 （主 に⼩ 学 ⽣ ）の居 場 所 の確 保

■平成２８年度の取り組みが実現に近づいているか
幼 保 連 携 型 認 定 こども園 を２園 、私 ⽴ 認 可 保 育 園 を２園 、⼩ 規 模 保 育 事 業 A 型 を４

園 の計 ８園 を整 備 して、定 員 数 を４８６⼈ 増 加 し、平 成 ２８年 ４⽉ １⽇ における２号 ・
３号 ⼦ どもの利 ⽤ 定 員 数 を６，３７９⼈ としました。
引 き続 き、保 育 需 要 の動 向 を注 視 しながら、既 存 幼 稚 園 の幼 保 連 携 型 認 定 こども園

への移 ⾏ と、私 ⽴ 認 可 保 育 園 の整 備 を優 先 して⾏ います。
富 勢 こどもルームを富 勢 ⼩ 学 校 内 に移 設 するにあたり，定 員 を７５名 から１００名 に

増 床 し，受 け⼊ れ児 童 数 の拡 充 を図 りました。平 成 ２９年 度 は，設 計 を終 えた光 ヶ丘
⼩ こどもルーム第 ⼀ 保 育 室 ・第 ⼆ 保 育 室 ，⼗ 余 ⼆ ⼩ こどもルーム第 ⼆ 保 育 室 ，柏 六 ⼩
こどもルーム第 ⼆ 保 育 室 が新 たに完 成 する予 定 です。利 ⽤ 児童数の推移を⾒極めながら，引
き続き，こどもルームの整備をすすめ，保育需要に対応してまいります。
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【施策からの点検】 ３－（２）教育・保育の質の確保・向上

乳幼児期の教育・保育が⼦どもの健やかな成⻑にとって重要なものであることを踏まえ、確保・向上に向
けた取り組みを推進します。

■実 現 に向 けて取 り組 むこと
①幼 稚 園 教 諭 ・保 育 ⼠ の質 の向 上 等
②幼 稚 園 教 諭 ・保 育 ⼠ の確 保
③教 育 ・保 育 施 設 及 び地 域 型 保 育 事 業 の相 互 の連 携
④幼 保 ⼩ 連 携 の推 進

■平成２８年度の取り組みが実現に近づいているか
柏 市 では，教 育 ・保 育 の質 の確 保 に向 けた取 り組 みとして，各 種 研 修 の充 実 や，指

導 監 査 等 を通 じた指 導 ・助 ⾔ に取 り組 み，また，幼 稚 園 やこども園 ・保 育 園 と⼩ 学 校
の間 での情 報 共 有 や相 互 理 解 に向 けて，交 流 会 や体 験 授 業 などの取 り組 みを実 施 しま
した。また，教 育 や保 育 の担 い⼿ である幼 稚 園 教 諭 や保 育 ⼠ 確 保 の取 り組 みとして，合
同 就 職 説 明 会 や保 育 ⼠ 向 けの処 遇 改 善 事 業 などを実 施 してきたところです。
乳 幼 児 期 の教 育 ・保 育 の充 実 のために，引 き続 き，オール柏 で各 取 り組 みを進 めま

す。
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